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　クラブの役職＜表1＞は、理事21名の中から各担当の13名が選出さ
れます。中でも当クラブならではの業務を担うのが、県内クラブで唯
一の役職である会員管理担当です。
　クラブには運営を行うスタッフ、会員に障がいを持つ方が複数名い
ます。そのため、それぞれが身体や知的など、どのような障がいを持ち、
いざという時にどのような対処をすればいいのか、徹底したリスクマ
ネジメントが求められます。設立当初は、それぞれの会員の「発作原因・
診断名・対応方法・治療薬などの携帯物・携帯場所」などの情報を会
員管理担当がデータベースに入力し、イベントや教室の際には印刷し
て携帯していました。現在は、年齢を問わずすべての会員に障がいの
有無や対処法、また、持病に関する情報などを記載する救急医療情報
シート�

�

の記入を依頼し、会員証とともに携帯するよう呼びかけていま
す。幸いシートの情報を必要とするような非常事態になったことはありませんが、イベントに同行する看護
師からは「いざという時に助けになる」と評価されています。
　そのほか、クラブは設立以降toto助成事業からの助成は一度も受けていません。助成金担当は、イベント
ごとに適した助成事業を探し、申請書から報告書の作成までを行います。本年度は2つの助成事業の支援を
得てイベントなどの運営を行いました。また、広報担当による年3回の「さら新聞」の発行などもあります。
　各役職の任期は「1年で仕事に慣れ、1年でしっかり仕事をこなせるようになり、もう1年で引き継ぎを」と
いうことで3年間（再任可能）にしています。

�　　救急医療情報シートの詳細はこちら ⇒ http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabushien/seat.pdf

2 県内クラブ唯一の「会員管理担当」

1 クラブ概要

特集
クラブの運営業務を分担しよう
県内クラブ唯一の役職「会員管理担当」

～さらスポーツクラブ（香川県高松市）～

　さらスポーツクラブ（香川県高松市）は、平成21年に県内で21番目に設立された総合型クラブです。県内の
障がい者スポーツ団体同士の情報交換をきっかけに、その関係者が中心となり、賛同者を募って設立されま
した。「こころのバリアフリー」をモットーに、障がい者と健常者の壁をなくし、すべての人が楽しくスポー
ツできる環境づくりを目指しています。
　現在は、かがわ総合リハビリテーションセンターに事務局を置き、ふうせんバレーサークルや手話サークルな
どのほか、県内の児童養護施設の児童を対象とした日帰りキャンプ「未来ある子ども達にゆめと希望の贈り物事業」
の実施や、高松市知的障がい者青年教室への講師派遣など、クラブ外への社会貢献活動も積極的に行っています。

クラブ役員13名のうち半数以上が何らかの障がいを持つ「さらス
ポーツクラブ」では、特定のスタッフに業務の負担が偏りすぎな
いよう工夫が必要となります。どのような業務分担でスムーズな
クラブ運営を実現しているのか。その取り組みをご紹介します。

★ 県内クラブで唯一の「会員管理担当」

★ 各会員に救急医療情報シートの記入を依頼

★ 助けあいが必要だからこその役割分担
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＜表1＞　※平成26年9月時点
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　今後は、理事や会員が気軽に集まって話せるクラブハウス建設が一番の目標です。理想は、簡単な教室がで
きるホールと会議室があり、簡易調理場付き、バリアフリーのトイレと駐車場もある施設。借家ではない、ク
ラブ占有のクラブハウスを目指します。そして、クラブの組織基盤をより固め、社会的信用を得るためにも法
人格の取得を検討しています。

（香川県クラブアドバイザー　山家春香）

4 今後の展望

設　立：平成21年4月12日
住　所：香川県高松市田村町1114番地
　　　　かがわ総合リハビリテーションセンター内
会　員：71名
予算規模：約150万円
TEL：087-813-5016　FAX：087-898-4491
E-mail：sara.takamatu@nifty.com

クラブプロフィール

　クラブは、役員13名のうち半数以上が何らかの障がいを持っています。クラブマネジャーもその一人です。
だからこそ、役員1人当たりの負担を真剣に考えているクラブであるといえます。
　教室やサークル活動、イベント実施の際は、事業ごとに実行委員長及び担当者を数名配置する、また、月1回
行われる理事会は議事録を作成し、すべてのクラブ関係者が読めるように管理することで欠席者への報告書の
送付はしない、など些細なことかもしれませんが、こういったことを積み重ねてクラブマネジャーの負担を軽
減しています。1人で何でもできるスーパーマンはいませんが、意欲の高い人が集まり、責任を持って業務を行
う、人の力や可能性を実感するクラブです。
　「活動する中で『口に出し続けていれば夢は叶う』と実感しました」そうクラブマネジャーは語ります。それは
クラブの運営は自分1人だけではなく、クラブに関わるみんなが役割の分担や効率化を真剣に考え実践できてい
るから成り立つ、そう感じているからこその言葉ではないかと思います。

3 助けあいが必要だからこその役割分担

スタッフ同士が助けあえる業務分担で、3つの教室事業やイベントなどを実施している


